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第6章では，本研究の工学的応用である 5 チップセット版データ駆動形マイクロプロセッサ QV-1 のアーキテクチ
ャ，構成および、評価結果について述べている。エラスティックパイプライン処理機構を全面的に採用した VLSI チップ
セットを用いて構築した QV -1 が安定に動作し， 10MFLOPS を越える性能を達成したことを述べている。




















については， rアドレスハッシュメモリ J と 32 エントリの小容量の「内容検索メモリ J (Content Addressable 
Memory : CAM) の組み合せにより実現したことにより，例えばWhetsstone ベンチマークテストの場合，全マッチ
ング処理の 12.1 %でハッシュ衝突が起こったにもかかわらず，ほとんと、性能の低下がなく (0.01 %以下)， 20.9MWIPS 
の高性能を達成している。
(2) 回路動作の高速化技術に対しては，高速かつ安定に動作する改良版の自己同期回路素子 (C素子)を提案するとと





(3) シングルチップ版データ駆動形マイクロプロセッサに対しては， 0.8μmCMOS プロセスを用いて，約 70万素子







ァの滞留データパケット数がゼ、ロになる確率がPO のときに，パイプライン稼働率が(1 -PO) となることに着目し，
マルコフ過程を用いてプログラム構造から抽出したノfラメタのみを用いて PO を導出しこの結果が動的に解析した
プログラム実行結果とよく一致することを実証している。
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以上のように本論文では，動的データ駆動アーキテクチャに基づく高性能マイクロフ。ロセッサ実現のためのアーキテ
クチャ技術および回路設計技術を確立しており，情報システム工学に対して寄与するところが大きい。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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